
普
庵
諷
経
に
関
す
る
一
考
察

澤

城

邦

生

一
、
問
題

本
稿
は
瑩
山
紹
瑾
禅
師
（
一
二
六
四
～
一
三
二
五
）
著
『
瑩
山
清
規
』（
一
三
二
四
、
以
下
『
瑩
規
』）「
普
庵
諷
経
（
回
向
）」
を
主
要
検
討

対
象
と
し
、
そ
の
発
生
期
並
び
に
背
景
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
諷
経
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
の
禅
僧
、
普
庵
印
粛
（
一
一
一
五
～

一
一
六
九
）
並
び
に
会
下
等
に
回
向
し
護
伽
藍
等
を
願
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
普
庵
の
行
状
に
関
し
て
は
、永
井
政
之
氏
著
「
普
庵
信
仰
」（『
中
国
禅
宗
教
団
と
民
衆
』
内
山
書
店
、二
〇
〇
〇
年
、一
六
八
～
二
一
〇
頁
）

に
詳
し
い
。
同
氏
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、彼
の
略
伝
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
普
庵
は
袁
州
（
現
在
の
江
西
省
宜
春
市
あ
た
り
）
の
出
身
で
、

二
〇
歳
の
時
、
寿
隆
院
の
賢
和
尚
の
も
と
で
出
家
し
、
二
七
歳
で
剃
髪
、
翌
年
受
戒
す
る
。
そ
の
後
、
溈
山
の
牧
寿
法
忠
に
参
じ
、
紹
興

二
三
年
（
一
一
五
三
）
に
慈
化
寺
に
入
院
。
坐
禅
弁
道
に
励
み
、『
華
厳
経
論
』
を
閲
読
す
る
日
々
に
お
い
て
大
悟
し
「
華
厳
の
境
界
に
契

う
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
同
寺
の
南
嶺
に
庵
を
構
え
て
、「
普
庵
」
と
号
し
隠
居
し
た
。
そ
の
後
、
慈
化
寺
の
営
繕
に
関
わ
り
、
仏
殿
を

修
復
し
、
民
衆
へ
の
教
化
に
務
め
乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
に
五
五
歳
で
遷
化
し
た
。

上
記
略
伝
は
、
諸
種
の
伝
記
類
の
中
で
も
最
も
成
立
年
代
が
古
い
と
さ
れ
る
『
普
庵
印
粛
禅
師
語
録
』
巻
一
「
塔
銘
」（『
卍
続
蔵
経
』
巻

一
二
〇
、二
六
六
丁
裏
～
二
六
七
丁
裏
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
文
中
に
は
普
庵
が
衆
生
の
た
め
に
説
法
し
、
偈
頌
を
与
え
、
ま
た
病
者
に
は
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薬
を
与
え
癒
し
、雨
乞
い
晴
れ
乞
い
を
行
い
、工
役
を
担
っ
た
等
、そ
の
教
化
の
有
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
永
井
氏
は
こ
れ
ら
の
事
跡
を
「
の

ち
の
普
庵
評
価
の
一
端
と
も
言
え
る
」（「
普
庵
信
仰
」一
七
一
頁
）と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
天
如
惟
則（
？
～
一
三
五
四
）「
慧
慶
禅
寺
記
」（『
天

如
惟
則
禅
師
語
録
』
巻
六
、『
卍
続
蔵
経
』
巻
一
二
二
、四
五
七
丁
表
裏
）
で
は
普
庵
没
後
約
二
〇
〇
年
を
経
た
蘇
州
で
の
事
例
を
伝
え
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
普
庵
の
死
後
、
天
変
地
異
が
起
き
た
際
や
造
営
の
際
な
ど
に
は
普
庵
を
祀
る
信
仰
が
既
に
生
起
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
一
般
民
衆
に
お
け
る
信
仰
は
後
世
さ
ら
に
そ
の
祈
願
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
、
永
井
氏
の
論
に
導
か
れ
普
庵
信
仰
の
様
相
を
見
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
国
の
民
間
信
仰
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、『
瑩
規
』
に

普
庵
諷
経
が
記
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
瑩
規
』
成
立
前
後
に
お
け
る
中
国
の
清
規
に
は
同
諷
経
の
規
定
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
。
永
井
氏
も
触
れ
て
い
る
が
（「
普
庵
信
仰
」
一
六
九
頁
）、
江
戸
期
曹
洞
宗
の
学
僧
、
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～

一
七
六
九
）
著
『
僧
堂
清
規
校
訂
別
録
』
巻
八
（
一
七
五
五
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

資
料
一

除
普
菴�

十
九

師
名
印
肅
、
號
普
菴
、
嗣
法
於
牧
菴
忠
、
忠
嗣
佛
眼
遠
、
乃
臨
濟
十
二
世
也
、
傳
云
、
有
病
患
者
、
折
草
爲
藥
與
之
、
受
者
卽
愈
靈
應
非

一
、
ソ
ノ
傳
ハ
、
稽
古
略
、
神
僧
傳
、
普
燈
錄
等
諸
書
ニ
岀
タ
リ
、
洞
下
ノ
眞
歇
宏
智
ト
ハ
同
時
ノ
人
ナ
リ
、
コ
レ
ヲ
諷
經
シ
テ
祭
ル
コ

ト
、
支
那
ノ
淸
規
ニ
見
へ
ズ
、
日
本
ノ
濟
下
ノ
寺
院
ニ
テ
、
六
日
廿
日
ニ
祭
ル
ユ
へ
ニ
、
瑩
規
ニ
モ
加
フ
ナ
ル
ベ
シ
、
濟
下
ハ
、
一
派
ノ

神
異
ノ
僧
ト
テ
、
除
災
ノ
爲
ニ
祭
ル
、
洞
下
ハ
、
別
ニ
護
法
ノ
神
多
シ
、
祖
師
ニ
緣
ナ
キ
ハ
省
テ
ヨ
シ
、
ユ
へ
ニ
僧
堂
淸
規
ニ
ノ
セ
ズ

（『
曹
洞
宗
全
書
』
巻
四
「
清
規
」、
三
一
八
頁　

※
傍
線
部
筆
者
、
以
下
同
）

面
山
は
普
庵
諷
経
が
中
国
の
清
規
に
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
曹
洞
宗
と
普
庵
に
縁
が
無
い
こ
と
か
ら
同
諷
経
を
省
略
し
て
も
問
題
な
い
た
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め
、
自
ら
編
集
し
た
『
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
で
は
省
い
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
現
存
す
る
清
規
の
規
定
か
ら
判
断
す
る
限
り

に
お
い
て
は
、
中
国
叢
林
で
は
普
庵
諷
経
は
修
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
中
峰
明
本
（
一
二
六
三
～
一
三
二
三
）
著
『
幻
住
庵

清
規
』（
一
三
一
七
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

資
料
二

歲
旦
普
回
向

(

佛
身
充
滿
云
云)

讚
歎
三
寶
。
恭
請
證
明
。

某
州
路
某
菴
住
持
僧
某
。
歲
旦
令
辰
。
營
備
香
花
燈
燭
茶
果
珍
羞
以
伸
供
養
。
謹
集
合
菴
僧
道
眾
諷
誦
大
佛
頂
首
楞
嚴
神
呪
。
稱
揚　

聖

號
。
所
集
殊
勳
。
先
伸
回
向　

真
如
實
際
。
莊
嚴
無
上
佛
果
菩
提
。
大
慈
大
悲
靈
感
觀
世
音
菩
薩
。
次
伸
祝
献　

光
明
會
上
護
法
列
席
諸

天
大
權
聖
眾
。
三
界
萬
靈
滿
空
真
宰
。
上
界
昊
天
玉
皇
大
帝
。
北
極
紫
微
帝
君
。
日
月
兩
宮
天
子
。
南
北
二
斗
星
君
。
周
天
列
曜
河
漢
星

辰
。
南
方
火
德
星
君
火
部
聖
眾
。
普
菴
寂
感
妙
濟
真
覺
昭
貺
大
德
禪
師
。

（『
卍
続
蔵
経
』
巻
一
一
一
、四
九
三
丁
表
裏
）

歳
旦
諷
経
に
お
け
る
回
向
の
中
で
、
祝
献
対
象
の
一
つ
と
し
て
普
庵
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
峰
が
民
衆
の
普
庵
信
仰
を
取
り
入

れ
た
結
果
、
神
祇
の
一
尊
と
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
普
庵
寂
後
一
五
〇
年
ほ
ど
し
て
清
規
上
に
そ
の
名
前
が
記
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
諷
経
自
体
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
面
山
の
指
摘
す
る
通
り
、
普
庵
諷
経
は
日
本
に
お
い
て
登
場
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
当
該
諷
経
の
典
拠
や
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
『
瑩
規
』
に
規
定
さ
れ
る
普
庵
諷
経
、
特
に
そ
の
回
向
文
を
対
象
と
し
当
該
諷
経
の
発
生
要
因
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
い
く
。

（1） 
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二
、『
瑩
規
』
に
記
さ
れ
る
普
庵
諷
経

さ
て
『
瑩
規
』
に
は
複
数
の
写
本
・
刊
本
が
現
存
す
る
。
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
は
近
年
「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
」

と
題
し
て
諸
本
の
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
該
研
究
の
「
解
題
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
三
、二
〇
二
〇
年
、
一
二
六
～
一
三
五
頁
）
に
基
づ

い
て
、
簡
単
な
書
誌
情
報
を
以
下
に
記
す
。

資
料
三

①
禅
林
寺
本
（
永
和
二
年
・
一
三
七
六
）
書
写
本
―
年
中
・
日
中
・
月
中
・
回
向

②
大
乗
寺
蔵
永
享
六
年
本
（
永
享
六
年
・
一
四
三
四
）
書
写
本
―
年
中

③
大
乗
寺
蔵
愚
休
書
写
本
（
文
明
八
年
・
一
四
七
六
）
書
写
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向

④
永
光
寺
蔵
麟
広
書
写
本
（
明
応
一
〇
年
・
一
五
〇
一
）
書
写
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向

⑤
山
上
氏
旧
蔵
『
瑩
規
』（「
麟
広
本
」
と
元
来
一
本
）
―
年
中

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
文
亀
三
年
・
一
五
〇
三
）
書
写
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

⑦
月
舟
開
版
本
（
延
宝
五
年
・
一
六
七
七
）
刊
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

⑧
卍
山
開
版
本
（
延
宝
八
年
・
一
六
八
〇
）
刊
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

⑨
卍
山
開
版
本
（
延
宝
九
年
・
一
六
八
一
）
刊
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

①
は
普
済
善
救
（
一
三
四
七
～
一
四
〇
七
）
に
よ
り
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
石
川
県
浄
住
寺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
現
存
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最
古
の
写
本
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
②
・
③
・
④
（
⑤
）・
⑥
は
、
太
容
梵
清
（
一
三
七
八
～
一
四
三
九
頃
）
に
よ
る
改
訂
を
経
た
も
の

と
な
る
。
そ
し
て
⑦
は
③
を
ほ
ぼ
引
き
継
ぐ
形
で
開
版
さ
れ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
⑦
に
基
づ
き
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
～
一
七
一
五
）
の
改

訂
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
⑧
⑨
の
刊
本
（
所
謂
「
流
布
本
」）
と
な
る
。
つ
ま
り
、②
～
⑨
は
「
梵
清
本
系
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、

こ
の
梵
清
本
系
に
は
後
代
の
加
筆
（『
勅
修
百
丈
清
規
』〈
一
三
三
六
～
一
三
四
三
成
立
〉
の
記
載
が
含
ま
れ
る
等
）
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
の
禅
林
寺
本
の
み
が
梵
清
の
改
訂
を
経
ず
、
さ
ら
に
瑩
山
禅
師
示
寂
後
五
一
年
し
か
経
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
瑩
山
禅
師
の
親
筆
本

に
近
い
存
在
と
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
現
在
で
は
、
梵
清
本
・『
正
法
清
規
』（
後
述
）
が
参
照
し
た
「
共
通
の
祖
本
」
が
措

定
さ
れ
る
な
ど
、
書
誌
学
的
に
は
研
究
の
途
上
に
あ
る
。

さ
て
本
稿
で
検
討
対
象
と
な
る
『
瑩
規
』「
回
向
」
所
収
の
普
庵
諷
経
は
、
梵
清
本
に
の
み
規
定
さ
れ
禅
林
寺
本
で
は
未
掲
載
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
当
該
諷
経
が
記
さ
れ
る
梵
清
本
の
中
で
最
も
古
い
写
本
と
な
る
、③
愚
休
（
伝
不
詳
）
書
写
本
（
一
四
七
六
）

を
底
本
と
す
る
。
な
お
普
庵
諷
経
を
修
す
る
具
体
的
な
日
付
に
つ
い
て
は
、
回
向
文
の
見
出
し
部
に
付
さ
れ
る
場
合
と
付
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。「
愚
休
本
」
に
は
日
付
指
定
が
存
在
し
な
い
が
、
⑥
に
は
「
九
日　

十
九
日
」、
⑨
に
は
「
九
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
「
月
中
行
事
」
と
し
て
毎
月
行
わ
れ
て
い
た
と
本
稿
で
は
把
握
し
論
を
進
め
て
い
く
。
で
は
以
下
に
普
庵
諷
経
の
回
向
文
（
原

文
・
訓
読
）
を
示
す
。

資
料
四

『
瑩
規
』「
愚
休
本
」
所
収
「
普
庵
諷
経�

回
向
」

靈
妙
如
如　

圓
通
太
虚　

造
化
萬
物　

不
礙
方
隅
①

仰
冀
眞
慈　

俯
垂
昭
鑒

山
門
毎
遇
斯
辰
、
謹
集
合
山
清
衆
、
同
音
諷
誦
大
佛
頂
萬
行
首
楞
嚴
神
呪
。
所
集
殊
勳
、

（2） 
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回
向
、
普
庵
寂
感
妙
濟
眞
覺
昭
貺
大
徳
慧
慶
禪
師
、
會
下
百
萬
火
首
金
剛
無
數
、
天
龍
八
部
聖
衆
、
修
造
方
隅
禁
忌
神
將
②
。
所
祈
、
山

門
鎭
靜
、
中
外
咸
安
、
此
大
道
場
永
無
魔
事
、
火
燭
無
虞
、
檀
信
歸
崇
、
諸
縁
吉
利
者
。
十
方
三
世
云
云
。

（『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
四
、二
〇
二
一
年
、
二
六
四
頁
）

（
霊
妙
如
如
に
し
て
、
円
通
太
虚
た
り
。
造
化
の
万
物
、
方
隅
を
礙
え
ず
。

仰
ぎ
冀
く
は
真
慈
、
俯
し
て
昭
鑑
を
垂
れ
た
ま
え
。

山
門
斯
の
辰
に
遇
う
毎
に
、
謹
ん
で
合
山
の
清
衆
を
集
め
、
同
音
に
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
を
諷
誦
す
。
集
む
る
所
の
殊
勲
は
、
普
庵

寂
感
妙
済
真
覚
昭
貺
大
徳
慧
慶
禅
師
、
会
下
百
万
火
首
金
剛
無
数
、
天
龍
八
部
聖
衆
、
修
造
方
隅
禁
忌
神
将
に
回
向
す
。
祈
る
所
は
、
山

門
鎮
静
に
し
て
、
中
外
咸
く
安
ん
じ
、
此
の
大
道
場
永
く
魔
事
無
く
、
火
燭
の
虞
れ
無
く
、
檀
信
帰
崇
し
て
、
諸
縁
吉
利
な
ら
ん
こ
と
を
。

十
方
三
世
云
云
）

楞
厳
呪
読
誦
の
殊
勲
を
、
普
庵
並
び
に
火
首
金
剛
（
烏
枢
沙
摩
明
王
）
等
に
振
り
向
け
、
護
伽
藍
を
祈
願
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
こ
こ
で
、
冒
頭
の
偈
文
（
傍
線
部
①
、
以
下
「
冒
頭
偈
」）
の
出
典
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
以
下
で
示
す
箇
所
が
典
拠
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
五

『
釋
氏
稽
古
略
』（
一
三
五
四
）〈
※
一
五
五
三
年
重
刊
、『
大
正
蔵
』
底
本
〉

「
普
庵
寂
感
妙
濟
真
覺
昭
貺
禪
師
」

何
須
南
嶽
又
天
台
。
六
根
門
首
無
人
用
。
惹
得
胡
僧
特
地
來
。
平
居
說
偈
曰
。
靈
妙
如
如
。
不
異
太
虛
。
造
化
萬
物
、
不
礙
方
隅
。
慕
師
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之
道
而
來
者
。
師
隨
宜
而
為
說
法
。
或
書
偈
與
之
。
有
病
患
者
折
草
為
藥
與
之
。

（『
大
正
蔵
』
巻
四
九
、八
九
一
頁
中
）

一
三
五
四
年
に
覚
岸
（
生
没
年
不
詳
）
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
仏
教
史
書
『
釋
氏
稽
古
略
』（
以
下
『
稽
古
略
』）
巻
四
に
上
記
の
記
述
が
認

め
ら
れ
る
。
す
で
に
面
山
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
資
料
一
）、『
稽
古
略
』
紹
興
一
九
年
（
一
一
四
九
）
条
に
「
普
庵
寂
感
妙
濟
真
覺
昭
貺
禪

師
」
伝
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
で
普
庵
が
常
日
頃
唱
え
て
い
た
偈
を
「
靈
妙
如
如
～
」
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
「
冒
頭
偈
」
と
比
す
と
、
二
句
目
「
圓
通
」（『
瑩
規
』「
愚
休
本
」）
と
「
不
異
」（『
稽
古
略
』）
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
が
、
普
庵
と

結
び
つ
け
ら
れ
た
偈
文
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
冒
頭
偈
」
の
出
典
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。『
稽
古
略
』
を
「
冒
頭
偈
」
の

典
拠
と
す
る
の
な
ら
ば
、
普
庵
諷
経
（
回
向
文
）
は
少
な
く
と
も
一
三
五
四
年
以
降
の
成
立
と
な
り
、『
瑩
規
』（
一
三
二
四
）
成
立
時
に
は

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
普
庵
伝
（
一
四
一
七
年
成
立
『
増
集
続
伝
灯
録
』
を
除
く
）
に
は
、
当
該
偈
文
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、『
稽
古
略
』

成
立
の
十
数
年
前
に
梅
屋
念
常
（
一
二
八
二
～
？
）
著
『
仏
祖
歴
代
通
載
』（
一
三
四
一
、以
下
『
通
載
』）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、『
稽
古
略
』

は
こ
の
『
通
載
』
を
大
い
に
参
照
利
用
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
通
載
』
の
普
庵
伝
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

資
料
六

何
須
南
嶽
又
天
台
。
六
根
門
首
無
人
用
。
惹
得
胡
僧
特
地
來
。
自
後
發
為
言
句
動
悟
幽
顯
。
有
不
期
然
而
然
者
。
一
日
忽
有
僧
名
道
存
。

冐
雪
至
。
師
目
之
喜
曰
。
此
迺
吾
不
請
之
友
矣
。
遂
相
與
寂
坐
。
交
相
問
答
。
或
笑
或
喝
。
僧
曰
。
師
再
來
人
也
。
非
久
當
大
興
吾
教
。

迺
指
雪
書
頌
而
行
。
至
斯
慕
向
者
眾
。
師
乃
隨
宜
為
說
。
或
書
偈
與
之
。
有
病
患
者
。
折
草
為
藥
與
之
即
愈

（『
大
正
蔵
』
巻
四
九
、六
九
一
頁
中
）

（3） 

（4） 
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『
通
載
』
で
は
「
惹
得
胡
僧
特
地
來
」
と
「
至
斯
慕
向
者
眾
」
と
の
間
に
、「
道
存
」
な
る
僧
の
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
、

最
古
の
普
庵
伝
と
さ
れ
る
「
塔
銘
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
稽
古
略
』
で
は
当
該
部
が
「
冒
頭
偈
」
の
内
容
に
す
り
替
わ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
改
変
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
覚
岸
に
よ
っ
て
、
普
庵
伝
の
中
に
こ
の
「
冒
頭
偈
」
が
組
み
込
ま
れ
た
と

い
え
よ
う
。

三
、
中
世
に
お
け
る
普
庵
諷
経
の
広
が
り

次
に
、『
瑩
規
』
成
立
前
後
の
中
世
期
に
お
け
る
、
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
の
清
規
類
へ
の
普
庵
諷
経
の
掲
載
状
況
を
表
一
に
成
立
年
代
順

で
示
し
、
諷
経
自
体
の
広
ま
り
を
本
節
で
概
観
す
る
。
ま
た
併
せ
て
清
規
以
外
で
普
庵
に
言
及
す
る
著
作
に
つ
い
て
も
示
し
、
次
節
以
降

で
検
討
す
る
。

表
一　

普
庵
諷
経
・
普
庵
関
連
の
掲
載
状
況

成立・
書写年
（含推定）

書
籍
名

諷経
回向文
諷経日

そ
の
他

出
典

①

1198 年
以前

『
興
禅
護
国
論
』

×

『
大
正
蔵
』
巻
80

②

1318 年

『
東
福
寺
清
規
』

×

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
慧
日
山
東
福
禅
寺
行
令

規
法
』
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③

1324 年

『
瑩
規
』親
筆
本（
散

逸
）

×？

④
1326 ～
1333 年
説あり
『
清
拙
和
尚
語
録
』

 「
普
庵
賛
」
あ
り
。

駒
澤
大
学
図
書
館
蔵　

請
求
番
号
：188.8/78-

2/1-31-4

⑤
1327 年
～ 1349

年
『
大
鑑
禅
師
広
清

規
』

×

尾
崎
正
善
「
翻
刻
・
聴
松
院
蔵
『
大
鑑
清
規
』」『
鶴

見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
5
、
２
０
０

０
年
、
67
～
１
５
２
頁

⑥

1328 年

「
建
長
寺
栴
檀
林
掛

額
疏
」

「
普
庵
菩
薩
会
下
々
々
」
あ
り
。

建
長
寺
史
編
纂
委
員
会
「
建
長
寺
史　

編
年
資

料
編
」
1
、
２
０
０
３
年
、
４
１
１
～
４
１
２

頁

⑦

1376 年

『
瑩
規
』
普
済
善
救

書
写
本
（
禅
林
寺

本
）

×

『
宗
学
研
究
紀
要
』
34
、
２
０
２
１
年
、
１
６
６

～
３
２
４
頁

⑧

1423 年

『
瑩
規
』
梵
清
自
筆

本（
梵
清
本
、散
逸
）
〇？
？
？

⑨

1461 年
2 月条

『
碧
山
日
録
』

「
印
粛
之
印
像
」
贈
与
の
記
載
あ
り
。

竹
内
理
三
編
『
碧
山
日
録
』
臨
川
書
店
、
１
９

８
２
年
、
１
０
８
～
１
０
９
頁

⑩

1462 年頃

『
回
向
并
式
法
』

〇
〇
9

「
普
菴
小
諷
経
」
と
表
記
。「
普
菴
牌
」
あ
り
。

な
お
三
朝
祈
祷
満
散
の
回
向
文
に
お
い
て
読
経

功
徳
の
祝
献
対
象
と
し
て
「
普
菴
～
百
万
火
首

～
天
龍
八
部
～
」
が
読
み
込
ま
れ
る
。

尾
崎
正
善
「
翻
刻
・
大
安
寺
蔵
『
回
向
并
式
法
』」、

『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
９
、１
９
９
５
年
、

73
～
１
１
８
頁
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成立・
書写年

（含推定）

書
籍
名

諷経
回向文
諷経日

そ
の
他

出
典

⑪

1470 年

『
建
長
寺
年
中
諷
経

並
前
住
記
』

〇

6・20
月
中
に
あ
り
。
な
お
普
庵
諷
経
の
場
所
は
「
于

栴
檀
林
」。

尾
崎
正
善
「
月
中
・
年
中
行
事
清
規
三
本
の
紹

介
―
『
南
禅
諸
回
向
』・『
建
長
寺
年
中
諷
経
並

前
住
記
』・『
瑞
鹿
山
圓
覺
興
聖
禅
寺
月
中
行
事
・

年
中
行
事
』」『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
９
、�

２
０
０
４
、
99-

１
２
８
頁

⑫

1476 年

『
瑩
規
』
愚
休
書
写

本
（
梵
清
本
系
）
〇
〇

(9・19)
回
向
に
あ
り
。

『
宗
学
研
究
紀
要
』
34
、
２
０
２
１
年
、
１
６
６

～
３
２
４
頁

⑬

1479 年

『
南
禅
諸
回
向
』

〇
〇※
6・20

「
月
中
須
知
」
に
あ
り
。
ま
た
当
該
清
規
に
お
け

る
回
向
部
は
１
５
５
９
年
以
降
の
加
筆
と
さ
れ

る
。
回
向
文
に
は「
冒
頭
偈
」が
存
在
し
な
い
が
、

後
段
は
ほ
ぼ
同
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
数

多
の
疏
・
回
向
に
お
い
て
祝
献
・
回
向
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

尾
崎
正
善「
翻
刻
・
龍
谷
大
学
蔵『
南
禅
諸
回
向
』」

『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
12
、
２
０

０
７
年
、
67
～
１
８
２
頁
。

⑭

1494 年

『
大
鑑
禪
師
小
清

規
』

△

「
月
中
毎
日
粥
時
念
文
」
に
掲
載
。
な
お
当
該
清

規
は
、
清
拙
正
澄
下
四
世
の
月
甫
清
光
が
書
写

し
た
も
の
を
、
明
応
3
年
（
１
４
９
４
）
に
浄

書
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

『
大
正
蔵
』
巻
81
、
６
１
９
頁
上
～
６
２
４
頁
中

⑮

15 世紀
末頃？

『
略
清
規
』
叢
規
口

實

〇

「
諸
堂
諷
経
35
」
に
あ
り
。

尾
崎
正
善
「
翻
刻
・
駒
澤
大
学
蔵
『
略
清
規
』(

叢

規
口
實)

」『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』�

８)

、
２
０
０
３
年
、
57
～
１
０
１
頁
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⑯

1509 年

『
正
法
清
規
』

×※

「
僧
堂
立
柱
諷
経
」
回
向
文
に
お
い
て
、
普
庵
が

記
さ
れ
る

『
続
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
・
講
式
、
１
９
７
６
年
、

45
～
98
頁

⑰

1525 年頃？

『
南
禅
清
規
』

〇

6・20
「
年
中
」
1
月
6
日
に
あ
り
。
な
お
「
普
庵
（
像
・

札
？
）」
あ
り

尾
崎
正
善
「
翻
刻
・
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館

蔵
『
南
禅
清
規
』（
一
）」『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
14
、
２
０
０
９
、
１
４
３
～
２

３
５
頁

⑱

1527 年

『
廣
澤
山
普
濟
寺
日

用
淸
規
』

〇

6・20
巡
堂
対
象
諸
尊
像
（
牌
）
に
「
普
庵
」「
普
庵
子
」

あ
り

『
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
初
版
１
９
３
１
年
、
再

版
１
９
７
２
年
、
６
３
７
～
６
６
４
頁

⑲

1566 年

『
諸
回
向
清
規
』

〇
〇

6・20
諸
諷
経
で
回
向
対
象
と
な
る
。
な
お
回
向
文
は

『
瑩
規
』
と
ほ
ぼ
同
一

『
大
正
蔵
』
巻
81

⑳

1559 年

『
龍
泰
寺
次
序
』

〇
〇

９・19
「
月
中
」
の
み
な
ら
ず
「
立
柱
諷
経
」
で
祝
献
対

象
と
な
っ
て
い
る

『
続
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
・
講
式
、
１
９
７
６
年
、

99
～
１
２
６
頁

㉑

室町期
か？

『
靑
原
山
永
澤
寺
行

事
之
次
第
』

〇

夏
の
早
晨
諷
経
中
に
「
普
庵
諷
経
」
あ
り
。
ま

た
「
普
庵
祖
師
堂
」
あ
り

『
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
初
版
１
９
３
１
年
、
再

版
１
９
７
２
年
、
５
４
９
～
５
５
４
頁

㉒

室町中
期か？

『
瑞
鹿
山
圓
覚
興
聖

禅
寺
月
中
行
事
年

中
行
事
』

〇

6・20
月
中
に
あ
り

⑪
論
文
、
同
頁

表
か
ら
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
本
稿
で
確
認
し
た
資
料
の
う
ち
普
庵
諷
経
が
規
定
さ
れ
る
最
古
の
書
物
は
、
一
四
六
二
年
頃
成
立
と
さ

れ
る
⑩『
回
向
幷
式
法
』で
あ
る
点
だ
。
な
お
成
立
年
に
関
し
て
は
尾
崎
正
善
氏
の
研
究
に
依
拠
す
る
。
長
野
県
大
安
寺
蔵
の
当
清
規
は『
瑩

（5） 
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規
』
年
中
行
事
の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
補
う
部
分
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
中
世
曹
洞
宗
の
清
規
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料

と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
本
稿
で
確
認
し
た
資
料
の
上
で
は
一
四
六
二
年
頃
を
萌
芽
と
し
て
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
末
ま
で
、
中
世
清
規
上
に
普

庵
諷
経
が
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
曹
洞
・
臨
済
を
問
わ
ず
、
禅
宗
に
お
け
る
叢
林
行
事
と
し
て
一
定
程
度
、
定
着
し
て
い
た
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
『
回
向
幷
式
法
』
で
は
、「
次
小
諷
経　

私
、
依
寺
院
例
。
毎
日
普
菴
火
経
ヲ
勤
ル
処
モ
ア
リ
」（
表
一
⑩
文
献

七
六
頁
）
と
あ
り
、
当
清
規
成
立
時
（
あ
る
い
は
以
前
）、
他
の
寺
院
で
も
普
庵
諷
経
が
恒
常
的
に
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

次
に
回
向
文
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
普
庵
諷
経
は
基
本
的
に
月
中
行
事
と
し
て
修
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
回
向
文
が
そ
の
清
規
に
記

さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
恐
ら
く
は
何
か
し
ら
の
回
向
文
を
読
み
上
げ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
さ
て
現
存
す
る
回
向
の
文
言
に
視
点
を
移

す
と
、そ
れ
が
掲
載
さ
れ
る
清
規
は
、本
稿
で
確
認
し
た
限
り
に
お
い
て
は
次
の
五
点
で
あ
る
。
曹
洞
宗
で
は
⑩
『
回
向
幷
式
法
』、⑫
『
瑩

規
』（
愚
休
本
）、
⑳
『
龍
泰
寺
次
序
』、
そ
し
て
臨
済
宗
で
は
⑬
『
南
禅
諸
回
向
』、
⑲
『
諸
回
向
清
規
』
と
な
る
。
こ
の
う
ち
⑩
⑫
⑲
⑳

は
回
向
文
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
。
唯
一
⑬
の
み
「
冒
頭
偈
」
を
欠
く
が
、
当
該
部
は
一
五
五
九
年
以
降
の
後
筆
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
資

料
四
で
示
し
た
回
向
文
は
、
曹
洞
・
臨
済
で
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
月
中
行
事
で
あ
る
普
庵
諷
経
の
実
施
日
に
関
し
て
、
曹
洞
宗
で
は
九
日
・
一
九
日
、
臨
済
宗
で
は
六
日
・
二
〇
日
が
諷
経
日
と

さ
れ
て
い
る
。
両
派
の
相
違
が
著
し
く
認
め
ら
れ
る
箇
所
だ
が
、
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
⑱
『
廣
澤
山
普
濟
寺
日
用
淸
規
』
の
み
臨
済
宗
に

準
じ
て
い
る
。
な
お
諷
経
日
が
何
故
九
・
一
九
ま
た
は
六
・
二
〇
に
定
め
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
諷
経
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
が
、
普
庵
が
回
向
・
祝
献
対
象
と
し
て
読
み
込
ま
れ
る
場
合
が
確
認
で
き
る
。
⑩
『
回
向
幷
式

法
』
で
は
「
歳
旦
祈
祷
」、
⑯
『
正
法
清
規
』
で
は
「
僧
堂
立
柱
諷
経
」、
⑳
『
龍
泰
寺
次
序
』
で
は
「
立
柱
諷
経
」
で
普
庵
の
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
就
中
、⑲
『
諸
回
向
清
規
』
で
は
「
逐
日
看
経
」「
秉
拂
祈
祷
」「
問
禅
祈
祷
」「
造
作
祈
祷
諷
経
」「
仏
殿
立
柱
法
堂
上
棟
」
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「
大
塔
立
柱
」
に
お
い
て
、
ま
た
⑬
『
南
禅
諸
回
向
』
で
は
「
修
正
満
散
疏
」「
懺
法
満
散
回
向
」「
四
月
一
四
日　

啓
建
疏
」「
七
月
一
四

日　

解
制
疏
」「
臨
時
祈
祷
回
向
」「
山
門
立
柱
諷
経
疏
」（『
南
禅
諸
回
向
』
で
普
庵
が
読
み
込
ま
れ
る
箇
所
は
一
五
五
九
年
頃
の
加
筆
部
と
さ
れ
る
）

に
お
い
て
普
庵
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
普
庵
牌
」（
⑩
『
回
向
幷
式
法
』）、
巡
堂
対
象
と
し
て
の
「
普
庵
」（
⑱
『
廣
澤
山
普
濟
寺
日
用
淸
規
』）、「
普
庵
祖
師
堂
」（
㉑
『
靑

原
山
永
澤
寺
行
事
之
次
第
』）
な
ど
、
祭
祀
設
備
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
中
世
禅
林
に
お
け
る
普
庵
諷
経
・
普
庵
信
仰
の
一
端
を
、
日
本
禅
宗
の
清
規
か
ら
み
て
き
た
。
普
庵
諷
経
は
一
五
世
紀

後
半
か
ら
曹
洞
・
臨
済
を
問
わ
ず
定
着
し
て
い
く
経
過
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
諷
経
自
体
が
存
在
し
な
く
と
も
、
回
向
・
祝

献
対
象
と
し
て
の
普
庵
の
存
在
も
確
認
で
き
た
。
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
瑩
規
』
に
お
い
て
は
梵
清
本
系
の
み
普
庵
諷
経
は
存
し
、

禅
林
寺
本
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
禅
林
寺
本
の
形
式
（
年
中
→
日
中
→
月
中
と
い
う
配
列
等
）
を
引
き
継
ぐ
岩
手
県
正
法
寺
の
『
正

法
清
規
』
に
お
い
て
も
、
僧
堂
を
建
立
す
る
際
の
重
要
な
菩
薩
と
し
て
普
庵
が
記
さ
れ
て
い
る
。
北
陸
・
近
畿
の
み
な
ら
ず
、
京
都
・
鎌

倉
か
ら
み
る
と
遠
隔
地
で
あ
る
東
北
（
岩
手
）
に
お
い
て
も
、
一
六
世
紀
初
頭
の
段
階
で
護
伽
藍
神
と
し
て
の
普
庵
の
存
在
は
知
れ
渡
っ

て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

で
は
日
本
に
お
け
る
普
庵
諷
経
は
、『
回
向
幷
式
法
』
に
お
い
て
初
め
て
規
定
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
回
向
幷
式
法
』
は
普
庵
諷
経
の
み
な
ら
ず
梵
清
本
に
所
収
さ
れ
る
「
円
通
（
観
音
）
諷
経
」
も
記
載
さ
れ
る
一
方
、
禅
林
寺
本
の
み
に

存
在
す
る
「
達
磨
忌
回
向
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
種
清
規
等
の
儀
礼
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
普
庵
諷
経
も
梵
清
本
系
『
瑩
規
』
あ
る
い
は
他
の
著
作
等
か
ら
引
用
し
て
き
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
本
稿
で
取
り
上
げ
た
清
規
上
、
こ
れ
以
上
遡
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
次
節
以
降
、『
回
向
幷
式
法
』
以
前
の
語
録
・
日
記
に

記
さ
れ
る
普
庵
に
視
点
を
向
け
て
み
よ
う
。

（6） 
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四
、『
碧
山
日
録
』、
清
拙
正
澄
の
「
語
録
」
に
み
る
普
庵

ま
ず
東
福
寺
の
雲
泉
太
極
（
一
四
二
一
～
？
）
著
『
碧
山
日
録
』
の
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
二
月
一
日
条
の
記
載
を
以
下
に
示
す
。

資
料
七

一
日
壬
申　

趙
関
見
寄
一
帖
幷
普
菴
之
印
像
、
其
帖
曰
、
此
印
板
、
入
唐
者
儲
之
、
非
此
方
刊
、
故
印
之
以
寄
公
、
祝
有
護
法
之
験
云
、

像
傍
有
関
大
王
、
持
長
刀
、
其
貌
甚
壮
異
也
、
竜
子
問
余
曰
、
普
菴
・
関
王
、
厥
来
由
如
何
、
曰
、
按
旧
記
云
、
宋
孝
宗
乾
道
年
中
、
普

菴
禅
師
出
於
江
西
慈
化
寺
、
盛
倡
祖
道
趨
化
如
帰
、
或
時
、
関
大
王
現
形
、
聴
説
玄
旨
、
且
投
其
所
証
、
自
是
昼
夜
相
随
、
如
影
之
於
形
、

師
之
感
神
霊
、
不
啻
関
王
一
人
而
已
、
八
万
火
首
十
万
金
剛
、
皆
為
其
侍
衛
（
中
略
）
師
遷
化
後
、
王
常
携
一
鏘
刀
、
巡
行
寺
中
、
有
信

者
必
見
之
、
於
是
天
下
寺
院
、
奉
安
二
像
以
祈
善
祐
、
其
応
如
響

（
竹
内
理
三�

編
『
増
補�

続
史
料
大
成
』
巻
二
七
、
臨
川
書
店
、
一
〇
八
頁
）

こ
の
「
普
庵
印
像
」
の
件
に
関
し
て
は
、
田
中
尚
子
氏
が
「
関
羽
顕
聖
譚
の
受
用
―
『
碧
山
日
録
』
を
端
緒
と
し
て
」（『
三
国
志
享
受

史
論
考
』
汲
古
書
院
、二
〇
〇
七
年
、一
一
〇
～
一
二
八
頁
）
に
お
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
の
で
、そ
の
論
考
に
導
か
れ
な
が
ら
『
碧
山
日
録
』

の
記
載
を
み
て
い
く
。

当
該
条
は
趙
関
と
い
う
人
物
が
普
庵
と
関
羽
（
関
大
王
、
？
～
二
二
〇
）
の
二
人
が
並
ぶ
印
像
を
持
ち
寄
っ
た
が
、
そ
の
二
人
が
並
列
す

る
由
来
を
、「
旧
記
」
に
基
づ
き
な
が
ら
太
極
が
弟
子
で
あ
る
竜
子
に
対
し
て
説
明
す
る
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、①
普
庵
、

②
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）、
③
フ
ビ
ラ
イ
（
一
二
一
五
～
一
二
九
四
）
の
も
と
に
関
羽
が
現
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
説
示
さ
れ
る
。
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就
中
、
本
稿
に
関
わ
る
の
は
①
で
あ
る
が
、
普
庵
に
帰
依
し
た
関
羽
が
「
八
万
火
首
十
万
金
剛
」
と
と
も
に
、
普
庵
の
死
後
も
慈
化
寺
を

守
護
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
田
中
氏
は
「
旧
記
」
な
る
も
の
が
実
存
し
た
の
か
、
太
極
自
身
の
説
な
の
か
他
者
の
説
な
の
か
不
明
で
あ

り
、
関
羽
信
仰
の
中
で
も
普
庵
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
も
の
は
他
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
書
、
一
一
一
～

一
一
二
頁
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
資
料
四
の
傍
線
部
②
で
示
し
た
よ
う
に
、
普
庵
諷
経
回
向
文
に
登
場
す
る
「
會
下
百
萬
火
首
金
剛
無
數
」
と
普
庵
と
が

結
び
つ
き
、
ま
た
護
伽
藍
神
と
し
て
の
関
羽
（
ひ
い
て
は
普
庵
）
の
存
在
と
い
う
の
は
、
既
に
一
四
六
一
年
の
段
階
で
中
国
あ
る
い
は
日

本
に
お
い
て
喧
伝
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
普
庵
・
関
羽
伝
の
流
布
が
、
普
庵
諷
経
（
回
向
文
）
発
生
の

素
地
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

そ
し
て
普
庵
諷
経
と
禅
宗
を
結
び
つ
け
る
存
在
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、清
拙
正
澄（
一
二
七
四
～
一
三
三
九
）で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、

室
町
期
の
渡
来
僧
で
あ
る
清
拙
は
一
三
二
七
年
に
建
長
寺
に
住
山
し
、
次
い
で
浄
智
寺
・
円
覚
寺
・
建
仁
寺
を
歴
住
し
、
一
三
三
六
年
に

勅
命
に
よ
り
南
禅
寺
に
住
山
し
た
が
、
一
三
三
九
年
一
月
に
建
仁
寺
塔
頭
で
あ
る
禅
居
庵
に
て
六
六
歳
で
入
寂
し
た
。
大
鑑
派
の
祖
と
さ

れ
、
特
に
日
本
叢
林
に
お
け
る
清
規
の
拡
充
を
企
図
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
最
初
に
住
持
し
た
建
長
寺
で
あ
る
が
、
清
拙
来
朝
以
前
、
一
二
九
三
年
の
鎌
倉
大
地
震
で
伽
藍
倒
壊
炎
上
し
、
そ
の
後
再
興
す
る

が
一
三
一
五
年
の
火
災
に
よ
っ
て
、
再
び
伽
藍
が
焼
失
す
る
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
再
度
の
伽
藍
再
興
期
に
清
拙
が
住
持

と
し
て
招
聘
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
新
た
に
建
立
さ
れ
た
「
栴
檀
林
」（
衆
寮
）
の
掛
額
疏
が
清
拙
の
言
葉
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
詠

ま
れ
て
い
る
。

資
料
八

〔
巨
福
山
建
長
興
國
禪
寺
諸
回
向
〈
井
〉
疏
冊
子
〕

（7） 

（8） 
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建
長
寺
栴
檀
林
掛
額
疏

娑
婆
世
界
南
贍
部
洲
日
本
國
相
模
州
巨
福
山
建
長
興
國
禪
寺
住
持
比
丘
正
澄
、
同
知
㕝
宗
□
（
意
）

謹
稽
首
百
拝
、
恭
聞
佛
恩
廣
大
、
天
道
昭
明
、
願
展
詳
光
、
俯
臨
丹
梱
、
所
伸
情
□
（
旨
）、
伏
為
本
寺
大
檀
那
菩
薩
戒
弟
子
崇
鑑
（
北

条
高
時
）、
於
嘉
暦
二
年
十
二
月
十
六
日
、
發
心
建
□
（
立
カ
）
観
昔
大
士
栴
檀
林
一
所
、
安
集
五
湖
雲
衲
禪
誦
之
地
、
仰
荷
慈
悲
加
護
、

已
遂
畢
功
、
謹
涓
十
二
月
初
二
日
戊
寅
良
辰
、
虔
備
香
花
〻
〻
、
以
伸
供
養
、
懸
掛
栴
檀
林
寶
額
、
擧
揚
佛
事
、
合
山
清
衆
、
諷
誦
大
佛

頂
〻
〻
消
災
妙
〻
〻
、
聊
伸
懺
謝
之
誠
、
上
答
匡
扶
之
徳
、
所
集
功
勲
、
回
向　

眞
如
實
際
〻
〻
毘
盧
教
主
賢
劫
千
佛
如
来
大
慈
悲
父
廣

大
〻
〻
、
大
聖
地
蔵
慈
尊
普
庵
菩
薩
會
下
〻
〻
、
次
伸
祝
献
第
一
位
大
功
徳
尊
天
〈
以
下
一
八
天
至
皇
風
永
扇
、
同
佛
殿
立
柱
疏
之
詞
〉、

更
祈
菩
薩
戒
弟
子
崇
鑑
（
中
略
）

嘉
暦
三
年
歳
次
戊
辰
十
二
月
初
二
日　

巨
福
山
建
長
興
國
禪
寺
住
持
比
丘
正
澄　

同
知
事
比
丘
宗
意
疏

（
建
長
寺
史
編
纂
委
員
会
「
建
長
寺
史　

編
年
資
料
編
」
巻
一
、二
〇
〇
三
年
、
四
一
一
～
四
一
二
頁
）

清
拙
は
日
本
の
禅
林
に
は
「
衆
寮
が
欠
け
て
い
る
」
と
の
問
題
意
識
を
有
し
て
お
り
、
雲
衲
教
育
に
は
衆
寮
が
不
可
欠
と
の
認
識
を
示

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
本
で
初
め
て
住
山
す
る
建
長
寺
に
お
け
る
栴
檀
林
（
衆
寮
）
扁
額
疏
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
並
々
な
ら
ぬ
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
落
慶
諷
経
の
回
向
対
象
に
、
資
料
八
で
示
す
よ
う
に
、
建
長
寺
本
尊
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
と
併

記
す
る
形
で
普
庵
並
び
に
そ
の
会
下
を
挙
げ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
度
重
な
る
被
災
か
ら
の
伽
藍
復
興
に
加
え
、
衆
寮
を
雲
衲

教
育
の
要
の
一
つ
と
捉
え
て
い
た
清
拙
に
と
っ
て
、中
国
で
敷
衍
し
て
い
た
普
庵
（
信
仰
）
の
力
（
護
伽
藍
）
は
、ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ

た
と
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
清
拙
の
事
跡
は
、
後
世
の
建
長
寺
行
事
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
表
一
の
よ
う
に
後
世
に
修
さ
れ
る
普
庵
諷
経

は
、「
普
庵
祖
師
堂
」
や
土
地
堂
・
祖
師
堂
に
付
随
す
る
形
で
「
普
庵
牌
」
な
ど
礼
拝
対
象
が
独
自
に
設
置
さ
れ
修
さ
れ
て
い
た
と
想
定

（9） 
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さ
れ
る
が
、
一
四
七
〇
年
成
立
『
建
長
寺
年
中
諷
経
並
前
住
記
』
で
は
「
于
栴
檀
林
」
と
衆
寮
が
諷
経
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先

の
掛
額
疏
を
意
識
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
清
拙
と
普
庵
の
結
び
つ
き
を
示
す
の
は
、
上
記
の
掛
額
疏
だ
け
で
は
な
い
。
江
戸
期
臨
済
宗
の
学
僧
、
無
著
道
忠
（
一
六
五
三

～
一
七
四
五
）
著
『
禅
林
象
器
箋
』
巻
四
「
第
五
類　

靈
像
門
」
中
に
「
普
菴
」
項
が
存
す
る
が
、
そ
の
中
に
「
清
拙
澄
和
尚
錄
普
菴
賛

云
」
か
ら
始
ま
る
一
節
が
記
載
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
清
拙
澄
～
」
に
は
「
日
本
国
の
仏
祖
賛
十
一
丈
」
と
の
傍
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
無
著
が
引
用
元
に
し
た
可
能
性
が
存
在
す
る
無
著
自
筆
写
本
（
と
さ
れ
る
）『
清
拙
和
尚
語
録�

日
本
』「
仏
祖
賛
」（
以
下
『
無
著
写�

清

拙
録
』）
に
お
け
る
当
該
箇
所
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

資
料
九

普
菴
粛
和
尚

佛
眼
之
孫
牧
菴
之
子
、
金
剛
無
量
鎮
長
存
、
百
萬
天
龍
常
守
護
ａ
、
其
霊
妙
如
如
也
、
圓
等
太
虚
ｂ
、
其
神
通
赫
赫
也
、
震
同
天
鼓
、
故

其
不
動
道
場
恩
加
四
海
、
與
一
切
人
成
就
華
堂
■
宇
、
緇
白
歸
依
、
浩
若
百
川
之
朝
水
府
、
夫
是
之
謂
定
光
古
佛
再
来
、
普
菴
粛
公
和
尚
、

江
西
袁
州
慈
化
禅
寺
開
山
之
祖
者
也

（『
清
拙
和
尚
語
録�

日
本
』「
佛
祖
讃
」
一
一
丁
表
）

普
庵
を
慶
賛
す
る
清
拙
の
言
葉
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
資
料
九
傍
線
部
ｂ
は
「
冒
頭
偈
」
の
二
句
「
靈
妙
如
如　

圓
通
太

虚
」（
資
料
四
傍
線
部
①
）
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、同
じ
く
傍
線
部
ａ
は
普
庵
諷
経
回
向
の
「
會
下
百
萬
火
首
金
剛
無
數
、天
龍
八
部
聖
衆
」

（
資
料
四
傍
線
部
②
）
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料
五
で
示
し
た
『
稽
古
略
』
と
『
無
著
写�

清
拙
録
』
を
比
較
す
る
と
、
前
者

で
は
普
庵
自
身
の
言
葉
（
平
居
説
偈
）
と
し
て
い
る
「
冒
頭
偈
」
が
、
後
者
で
は
普
庵
を
讃
え
る
清
拙
自
身
の
言
葉
と
な
っ
て
お
り
、
発

（10） 

（11） 

（12） 

67　『禪學研究』第102號，2024年3月



言
主
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
『
無
著
写�

清
拙
録
』
所
収
の
「
仏
祖
賛
」
が
詠
ま
れ
た
年
代
に
関
し
て
は
、
一
三
二
六
年
～
一
三
三
三
年
と
す
る
先
行
研
究
が

あ
り
、
そ
の
論
に
よ
る
な
ら
ば
、『
稽
古
略
』
に
先
駆
け
て
「
冒
頭
偈
」
の
モ
チ
ー
フ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
普
庵
諷

経
回
向
文
の
淵
源
は
清
拙
の
言
葉
と
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
清
拙
の
名
を
冠
す
る
語
録
は
、
数
種
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。『
五
山
版
の
研
究
』
の
解
題
に
基
づ
く
と
、
①
「
清
拙
和
尚
（
大

鑑
禅
師
）
語
録
」（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）、
②
同
「
別
本
」（
書
陵
部
蔵
）、
③
「
清
拙
和
尚
（
元
朝
）
語
録
」（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）、
④
「
清

拙
和
尚
禅
居
集
」（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
の
四
種
が
現
存
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
件
の
『
無
著
写�

清
拙
録
』
で
あ
る
が
、
無
著
が
諸
本

を
合
冊
に
し
、
編
集
を
施
し
た
形
跡
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
清
拙
の
言
葉
と
さ
れ
る
「
普

庵
賛
」
は
、『
無
著
写�

清
拙
録
』
の
み
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
五
山
版
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
、
あ
る
い

は
後
代
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
ま
と
め

以
上
、
梵
清
本
系
『
瑩
規
』
に
規
定
さ
れ
る
普
庵
諷
経
の
成
立
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
回
向
文
に
注
目
し
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。

本
稿
で
検
討
し
た
清
規
上
、
普
庵
諷
経
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
曹
洞
・
臨
済
を
問
わ
ず
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
同
諷

経
で
用
い
ら
れ
る
回
向
文
に
関
し
て
は
、
曹
洞
・
臨
済
で
共
通
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
存
在
し
た
。
そ
の
回
向
文
に
つ
い

て
日
記
・
仏
教
史
書
・
語
録
を
検
討
対
象
と
し
、「
霊
妙
如
如
」
以
下
の
「
冒
頭
偈
」
の
典
拠
探
し
を
中
心
に
据
え
て
考
察
し
て
き
た
が
、

結
果
、
一
三
五
四
年
成
立
『
稽
古
略
』、
あ
る
い
は
一
三
二
六
年
～
一
三
三
三
年
成
立
『
無
著
写�

清
拙
録
』
の
両
者
の
何
れ
か
の
可
能
性

が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
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最
初
に
『
瑩
規
』
に
つ
い
て
考
え
る
と
、『
稽
古
略
』、『
無
著
写�

清
拙
録
』
の
い
ず
れ
が
「
冒
頭
偈
」
の
典
拠
で
あ
っ
て
も
、成
立
年
上
、

瑩
山
禅
師
に
よ
る
親
筆
本
（
一
三
二
四
年
）
の
段
階
で
は
普
庵
諷
経
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
で
き
る
。
当
該
諷

経
が
『
瑩
規
』
に
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
梵
清
自
筆
本
の
段
階
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
原
本
が
散
逸
し
て
い
る
以
上
、
現
段
階
で
は
検
討
の

余
地
は
な
い
。
で
は
『
回
向
幷
式
法
』
が
普
庵
諷
経
を
規
定
す
る
成
立
年
が
最
も
古
い
清
規
と
い
う
理
由
で
、
曹
洞
宗
か
ら
始
ま
っ
た
儀

礼
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

曹
洞
・
臨
済
の
何
れ
が
先
か
を
論
じ
る
こ
と
に
余
り
意
味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
普
庵
印
粛
が
臨
済
宗
楊
岐
派
の
禅
僧
で
あ
る
点

は
重
要
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
清
規
上
、
最
も
早
く
普
庵
を
祝
献
対
象
と
し
て
取
り
込
ん
だ
中
峰
明
本
も
、
渡
来
僧
で
あ
る
清
拙

正
澄
も
ま
た
楊
岐
派
に
属
す
る
人
物
と
な
る
。
鎌
倉
中
期
か
ら
室
町
前
期
に
お
け
る
南
宋
・
元
か
ら
の
渡
来
僧
の
ほ
と
ん
ど
が
楊
岐
派
の

流
れ
を
汲
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
普
庵
信
仰
を
本
邦
に
将
来
す
る
機
縁
は
熟
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
「
冒
頭
偈
」
の
出
典
を
掘
り
下
げ
て
き
た
が
、
そ
の
検
討
の
中
で
当
該
諷
経
の
源
流
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
清

拙
正
澄
の
言
葉
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
、
清
規
史
上
、
清
拙
在
世
時
に
は
普
庵
諷
経
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
で

き
る
。
表
一
で
み
た
よ
う
に
、『
大
鑑
禅
師
広
清
規
』
に
は
普
庵
の
字
は
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
建
長
寺
栴
檀
林
掛
額
疏
に
お
け
る
普
庵
の
存
在
と
、『
無
著
写�

清
拙
録
』
に
み
ら
れ
る
普
庵
を
顕
彰
す
る
態
度
は
、
後
世
の
普

庵
諷
経
の
出
現
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
建
長
寺
で
は
栴
檀
林
に
て
当
該
諷
経
が
修
さ
れ
て
い
た

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
護
伽
藍
神
と
し
て
の
普
庵
に
対
す
る
祈
願
の
形
は
、
清
拙
示
寂
後
、
清
拙
の
「
普
庵
賛
」
あ
る
い
は
『
稽
古

略
』
の
文
言
に
基
づ
き
な
が
ら
「
冒
頭
偈
」
や
回
向
対
象
と
な
る
「
普
庵
寂
感
妙
濟
眞
覺
昭
貺
大
徳
慧
慶
禪
師
、
會
下
百
萬
火
首
金
剛
無

數
、
天
龍
八
部
聖
衆
、
修
造
方
隅
禁
忌
神
將
」
と
い
う
要
素
に
集
約
さ
れ
、「
普
庵
諷
経
」
と
い
う
統
一
的
な
儀
礼
と
し
て
整
備
さ
れ
て
、

清
規
に
も
定
着
し
て
い
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
『
無
著
写�

清
拙
録
』
に
対
す
る
書
誌
学
的
検
討
や
、
そ
の
他
の
渡
来
僧
の
普
庵
に
対
す
る
言
及
・
態
度
に
関
し
て
は
今
後
の
課

（20） 
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題
と
し
た
い
。

注（　

）�
永
井
政
之
「
普
庵
信
仰
」
一
六
八
～
一
七
〇
頁

（　

）�

秋
津
秀
彰
「『
瑩
山
清
規
』
諸
本
の
「
回
向
文
」
の
構
成

に
つ
い
て
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
七
〇
（
一
）、
二
〇

二
一
年
、
二
一
三
～
二
一
八
頁

（　

）�

大
蔵
経
所
収
の
『
稽
古
略
』
は
明
代
の
重
刊
本
（
一
五
五

三
年
）
で
あ
る
が
、
至
正
年
間
（
一
三
四
一
～
一
三
六
八
）

に
刊
行
さ
れ
た
元
版
に
も
「
冒
頭
偈
」
は
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
確
認
）。

（　

）�

今
井
秀
周
「
金
代
宗
教
史
料
小
考�
―
『
仏
祖
歴
代
通
載
』

と
『
釈
氏
稽
古
略
』
に
つ
い
て
ー
」『
東
海
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
一
〇
、
一
九
八
四
年
、
一
六
ａ
～
一
ａ

（　

）�

尾
崎
正
善
「
大
安
寺
蔵
『
回
向
幷
式
法
』
に
つ
い
て
」『
宗

学
研
究
』、
一
九
九
六
年
、
二
一
六
～
二
二
一
頁

（　

）�

秋
津
秀
彰
「『
瑩
山
清
規
』
の
排
列
に
つ
い
て
―
光
椿
書

写
本
・「
回
向
文
」
を
中
心
と
し
て
―
」『
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
三
、
二
〇
二
二
年
、
五

八
頁

（　

）�

西
尾
賢
隆
「
清
拙
正
澄
の
事
跡
」『
中
世
の
日
中
交
流
と

禅
宗
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
一
二
〇
頁

（　

）�『
巨
福
山
建
長
寺
』
大
本
山
建
長
寺
、
一
九
七
七
年
、
二

七
頁

（　

）�

清
拙
の
語
録
で
あ
る
『
禅
居
集
』
に
は
「
建
長
新
起
衆
寮
、

賀
軸
序
」
が
存
し
、
そ
の
中
で
「
栴
檀
林
之
設
。
吾
唐
寺
、

無
鉅
細
、
咸
有
焉
。
聚
仁
徳
、
育
材
器
、
俾
見
賢
思
斉
、

見
不
賢
而
内
自
省
也
。
予
来
日
東
、
視
列
刹
、
檀
林
闕
典
。

建
長
草
創
（
中
略
）
取
材
命
工
」（
上
村
観
光
編
『
五
山

文
学
全
集
』
巻
一
、
思
文
閣
、
一
九
七
三
年
、
四
九
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

（　

）�「
普
菴
諷
経
之
時
ハ
、
土
地
堂
正
面
祖
師
堂
ニ
後
門
ニ
至

ヘ
シ
」（
尾
崎
正
善
「
翻
刻
・
駒
澤
大
学
蔵
『
略
清
規
』(

叢
規
口
實)

」『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』�

八)

、

二
〇
〇
三
、
九
九
頁
）

（　

）�『
禅
林
象
器
箋
』、『
禅
学
叢
書
九
（
上
）』、
中
文
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
、
一
四
五
～
一
四
六
頁

（　

）�『
無
著
道
忠
禅
師
撰
述
書
・
自
筆
写
本
関
係
集
』
巻
四
、

禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
（
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵　

請
求
番
号　

一
八
八
八
・
七
八-

二
／
一-

三
一-

四
）

（　

）�
長
尾
直
茂「
中
世
禅
林
に
お
け
る
関
羽
故
事
の
受
容
―「
百

万
軍
中
取
顔
良
」
故
事
と
関
羽
所
有
の
大
刀
を
め
ぐ
る
一

考
察
」『
漢
文
学
解
釈
与
研
究
』
五
、
二
〇
〇
二
年
、
二
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九
～
六
四
頁
。
同
研
究
で
は
、『
禅
林
象
器
箋
』
巻
四
「
第

五
類　

靈
像
門
」
に
記
さ
れ
る
「
関
帝
」（
関
羽
）
に
注

目
し
、
当
該
項
目
に
お
い
て
無
著
の
最
後
の
引
用
箇
所
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
箇
所
は
「
清
拙
澄
禪
師

錄
關
大
王
賛
云
～
」（『
禅
林
象
器
箋
』
一
九
四
頁
）
と
、

清
拙
の
語
録
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
長
尾
氏

は
、『
無
著
写�
清
拙
録
』
は
未
確
認
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
同
論
文
五
七
頁
、注
記
四
）。
そ
こ
で
『
無
著
写�

清
拙
録
』

を
確
認
す
る
と
、「
普
菴
賛
」
の
次
に
「
関
大
王
賛
」
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（「
無
著
道
忠
禅
師
撰

述
書
・
自
筆
写
本
関
係
集
」
巻
四
、
一
一
丁
表
裏
）。
本

稿
で
は
『
無
著
写�

清
拙
録
』「
仏
祖
賛
」
成
立
史
に
関
し

て
は
未
検
討
で
あ
り
、
そ
の
成
立
年
に
関
し
て
は
先
行
研

究
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ず
、「
普
菴
賛
」「
関
大
王
賛
」
が
と

も
に
「
仏
祖
賛
」
に
併
記
さ
れ
る
形
で
所
収
さ
れ
て
い
る

点
も
含
め
、
本
稿
は
長
尾
氏
の
「
一
三
二
六
～
一
三
三
三

年
」
成
立
説
に
依
拠
し
た
。

（　

）�

川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
日
本
古
書
籍
商
協
会
、
一

九
七
〇
年
、
三
九
九
～
四
〇
〇
頁

（　

）�「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
内
で
閲

覧
可
能
。
な
お
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
刊
本
の
写
本
と

な
る
。

（　

）�「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
内
で
閲
覧
可
能
。

（　

）�

椎
名
宏
雄
編
「
清
拙
和
尚
語
録
」『
中
国
禅
籍
叢
刊
』
巻
八
、

四
六
五
～
四
九
七
頁

（　

）�

椎
名
宏
雄
編
「
清
拙
和
尚
禅
居
録
」『
中
国
禅
籍
叢
刊
』

巻
八
、
四
九
九
～
五
四
一
頁

（　

）�「
無
著
道
忠
禅
師
撰
述
書
・
自
筆
写
本
関
係
集
」所
収
の『
清

拙
和
尚
語
録�

日
本
』
は
以
下
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

�
�

一
冊
目　

大
鑑
録
序　

建
長
寺
語
録　

浄
智
寺
語
録　

円
覚
寺
語
録

�

二
冊
目　

建
仁
寺
語
録

�

三
冊
目　

小
参���

晩
参　

普
説��

陞
座　

拈
香��

小
仏
事

�

四
冊
目　

仏
祖
賛　

自
賛　

頌
古�

偈
頌　

�
�

五
冊
目　

法
語　

雑
著　

銘　

記　

序　

字
説　

題
跋

　

疏　

祭
文

�
�

例
え
ば
、
一
・
二
冊
目
は
、
来
朝
後
の
住
持
先
に
お
け

る
語
録
と
な
る
が
、
こ
れ
は
①
「
清
拙
和
尚
（
元
朝
）
語

録
」
と
同
じ
構
成
と
な
り
（『
無
著
写�

清
拙
録
』
は
建
仁

寺
語
録
後
半
部
と
南
禅
寺
語
録
を
欠
く
）、
五
冊
目
の
構

成
は
、
②
同
「
別
本
」
と
同
じ
と
な
る
。
ま
た
②
に
は

小
見
出
し
が
無
い
が
『
無
著
写�

清
拙
録
』
に
は
そ
れ
が

付
さ
れ
、さ
ら
に
②
で
は「
雑
著（
小
見
出
し
は
な
い
が
）」

部
に
配
列
さ
れ
て
い
た
「
山
城
州
東
山
法
観
禅
寺
仏
舎

利
塔
記
」「
遍
界
一
覧
亭
記
」
が
「
記
」
に
編
入
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
無
著
に
よ
っ
て
編
集
が
な
さ
れ
た
可
能
性
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が
存
在
す
る
と
い
え
る
。
な
お
四
冊
目
に
記
さ
れ
る
「
仏

祖
賛
」
は
、④
「
清
拙
和
尚
禅
居
集
」
所
収
の
「
仏
祖
賛
」

と
は
内
容
を
異
に
し
て
お
り
、
④
に
は
「
普
菴
賛
」
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（　

）�

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
梵
清
本
が
散
逸
し
て
い
る
以
上
、

当
該
清
規
に
お
け
る
普
庵
諷
経
掲
載
の
有
無
を
論
じ
ら
れ

な
い
が
、
梵
清
が
独
自
に
諷
経
を
創
設
し
た
と
も
考
え
に

く
い
。
さ
ら
に
「
冒
頭
偈
」
そ
の
も
の
出
典
は
、
偈
文
を

フ
ル
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、『
稽
古
略
』
と

も
い
え
る
。
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
普
庵
諷
経

は
、
一
三
五
四
年
（『
稽
古
略
』
成
立
年
）
か
ら
一
四
二

三
年
（『
瑩
規
』
梵
清
自
筆
年
）
の
間
に
は
諷
経
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
で
き
る
。

（　

）�

な
お
『
禅
居
集
』
に
は
「
中
峰
和
尚
真
賛
」
が
残
さ
れ
て

い
る
。（
上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全
集
』
巻
一
、思
文
閣
、

一
九
七
三
年
、
四
六
六
頁
）

（　

）�『
大
鑑
禅
師
広
清
規
』
に
お
け
る
普
庵
な
ら
び
に
普
庵
諷

経
の
確
認
は
、
尾
崎
正
善
著
「
翻
刻
・
聴
松
院
蔵
『
大
鑑

清
規
』」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
、
二

〇
〇
〇
年
、
六
七
～
一
五
二�

頁
）
を
検
討
対
象
と
し
た
。

な
お
『
大
鑑
禪
師
小
清
規
』
は
、『
大
鑑
広
清
規
』
の
「
叢

林
細
事
」
以
下
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
を
開
版
し
た
も
の

と
さ
れ
（
尾
崎
正
善
「『
大
鑑
広
清
規
』
に
つ
い
て
」『
宗

学
研
究
』
三
七
、
一
九
九
五
年
、
二
五
四
～
二
五
五
頁
）、

普
庵
が
回
向
対
象
と
し
て
記
載
さ
れ
る
「
月
中
毎
日
粥
時

念
文
」
も
、『
大
鑑
禪
師
小
清
規
』
に
の
み
登
場
す
る
こ

と
か
ら
、
本
稿
で
は
当
該
儀
礼
を
清
拙
制
定
の
も
の
と
し

て
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
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